
教科シラバス（家庭科） 

科

目

名 

家庭総合 

単

位

数 

２  

対 

 

象 

３年一般類型  

使 用 

 

教 材 

教

科

書 

家庭基礎 
～自立・共生・創造～  

(東京書籍) 

副

教

材 

家庭科ノート 

調理実習ノート基礎編 

(愛媛県高等学校 

家庭科教育研究会) 

学 習 目 標  

・子どもとの暮らしや福祉、食・住生活などに関する基礎的・基本的な知識と技術を習得しましょう。 

・学習した知識や技術を生かし、家庭や地域の生活課題を主体的に解決する態度を身に付けましょう。  

・家族や社会との共生を目指し、生活の充実向上を図る能力と実践的な態度を身に付けましょう。  
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  単元・要目 指導項目 学習内容 

〇オリエンテーション  

６食生活をつく

る    

 

食生活の文化と知恵 

 

食生活の課題 

食事と栄養・食品 

食生活の安全と衛生 

 

食事計画 

 

調理の基礎（実習） 

これからの食生活 

・何を学び、どのような活動をしていくかを知る。  

・日本や地域の食文化を見直し、食文化の継承につ

いて考える。  

・日常の食生活を振り返る。  

・食品の栄養的特質や調理上の性質について、科学

的に理解する。  

・食品の選択や調理の際の安全に関する必要事項を

知る。  

・食事摂取量や食品群別摂取量の目安を知り、自分

や家族にあてはめる。  

・基本的な調理技術を科学的な視点から学び、日常

食を作れるようになる。  

・食生活の変化や問題点を知り、環境や食料自給率

の問題を考える。  

２子どもと共に

育つ 

 

命を育む 

子どもの育つ力 

 

親として共に育つ 

 

これからの保育環境 

・出産前後の健康管理と子どもの発達の様子及び発

達段階を知る。  

・人生の初期における親・家族や周囲の人々の関わ

りの大切さを学ぶ。  

・遊び、基本的生活習慣の形成、食事、健康管理に

ついて学ぶ。  

・子どもを取り巻く社会変化の現状について理解す  

るとともに、児童福祉の理念を理解し、子育て支  

援の現状を学ぶ。  

８住生活をつく

る 

住生活について 

住生活の計画と選択 

 

これからの住生活 

・住居の機能や間取りの基礎知識を学ぶ。  

・ライフステージに合った住居を考え、住居選択の

際、室内外の環境に着目することを知る。  

・住環境における地域社会とのつながりの重要性を

理解し、持続可能な住生活について考える。  

９生活を設計  

する  

生涯を見通す  ・人生の目標を達成し、自分らしい生活が実現でき

るよう、各ライフステージの課題や生活資、リス

ク管理について振り返りながら生活設計ができる

ようにする。  

授業の

概要と

特 色 

(1)人の一生と家族・家庭及び福祉 (2)生活の自立及び消費と環境 (3)ホームプロジェクトと学校

家庭クラブ活動の３項目で構成する。これらの内容については、実践的・体験的な活動を中心と

し、相互に有機的な関連を図りながら展開する。  

学習評

価の観

点及び

方 法 

 (観点１：関心・意欲・態度) 

・授業態度、ワークシート、家庭科・調理実習ノート、家庭クラブ活動状況などから意欲的に取り組む

態度を評価します。 

 (観点２：思考・判断・表現) 

・ワークシート、ホームプロジェクト、定期考査などから課題解決に向けて考えを深め、適切に判断し

ているかを評価します。 

 (観点３：技能) 

・調理実習などから、生活に関する基礎的な技術が身に付いているかを評価します。 

 (観点４：知識・理解) 

・小テスト、ホームプロジェクト、定期考査などから、基礎的・基本的な知識を身に付けているか評価

します。 

学習 

サポート 

・家庭クラブ活動に積極的に参加しましょう。 

・ホームプロジェクトを通して問題解決能力を身に付け、家庭生活の充実を図りましょう。 

・よりよく生活するためにはどうすればよいか考え、実践していきましょう。 

 


